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平成26年度 社会福祉法人 さつま町社会福祉協議会 事業一覧
事業名 対象者 内　容 備　考

１　地域福祉事業

　① 暮らし安心・地域
　　　支え合い推進事業

地域住民

　在宅で生活される高齢者、障がい
者等を地域住民の支え合い活動によ
り、地域全体で支える仕組みを構築
する。

　② 支え合いネットワーク
互助事業

高齢者等
　地域生活応援員を派遣し、日常生
活に困っている方々を支援する。（利
用券30分、300円、自己負担）

　③ 高齢者等くらし安心
ネットワークづくり事業

〃
　地域ぐるみで協力して、隣近所が
声をかけあい見守っていくしくみづ
くりを行う。

公民会単位

　④ 地区社会福祉協議会
　　　活動支援

地区社協
　20地区に社会福祉協議会を設置し、
地域住民の自主的・主体的福祉活動
を推進する。

　⑤ 自治会・民児協・福祉
関係団体等との連携強化

関係団体 　関係機関との連携強化を行う。

　⑥ 地域福祉団体の育成・
支援

地域福祉団体 　地域福祉団体の育成・支援を行う。

　⑦ 宮之城ひまわり館の
　　　管理・運営

地域住民
　町からの指定管理者として、宮之
城ひまわり館の管理・運営を行う。

　⑧ 鶴田保健センターの
　　　管理・運営

〃
　社協鶴田事業所である鶴田保健セ
ンターの管理・運営を行う。

　⑨ 生活福祉資金貸付事業
低所得所者
高齢者

障害者世帯等

　生活困窮世帯に対し、各種の資金
を貸し付けることにより世帯の更生
を支援する。

県社協委託

　⑩ 法外援護資金貸付事業 〃
　生活困窮世帯に対し、各種の資金
を貸し付けることにより世帯の更生
を支援する。

５万円以内
無利子
償還期限１年

２　高齢者福祉事業

　① 高齢者ふれあい
　　　いきいきサロン
　　　事業の推進

高齢者等
　お互いの安否確認と相互の元気づ
け・仲間づくりで、寝たきり・認知
症予防等を行う。

公民会単位
月１回
99ヶ所

　② 福祉給食サービス事業 〃
　ひとり暮らしや、虚弱な高齢者等
に食事を配食し、健康維持と安否確
認、声かけを行う。

毎日（昼、夜）
１食450円

　③ 老人福祉センター
　　　いぬまき荘の管理・運営

地域住民

　町からの指定管理者として、老人
福祉センター「いぬまき荘」の管理
運営を行う。並びに隣接する郷土文
化伝習館及びふれあい広場の管理運
営も行う。

　④ 在宅介護支援センター
の運営

高齢者等

　在宅の介護者や、要介護者の介護
等の相談に応じ、福祉サービスや、
介護保険等のサービスが受けられる
よう在宅介護の支援を行う。

　⑤ 男性料理教室 〃
　料理教室を開催し、栄養指導・調
理実習・交流と親睦を図る。

月１回
宮之城保健センター、
鶴田保健センター

　⑥ 敬老事業の推進 〃
　地区社協主催の敬老会への支援と、
90歳到達者への記念品贈呈を行う。
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事業名 対象者 内　容 備　考

２　高齢者福祉事業 前ページからの続き

　⑦ ライフサポート
　　　アドバイザー事業

東谷団地
　緊急通報システムを整備してある
10世帯の安否確認・緊急対応・相談
等を行う。

　⑧ 紙おむつ支給事業 地域住民
　寝たきり等で、紙おむつを使用さ
れている方へ支給を行う。

申請時と８月に
支給

　⑨ 高齢者クラブ連合会
　　　活動の推進

高齢者等
　高齢者クラブ連合会活動の推進を
行う。

　⑩ ときわ木会の支援 〃
　高齢者クラブのリーダー研修の支
援等を行う。

３　障害者（児）福祉事業

　① 相談支援事業 障害者等
　相談支援専門員を配置し、障害者
（児）の方々の相談・支援を行う。

町委託

　② 計画相談支援事業 〃
　相談支援専門員を配置し、障害者
の方々のサービス等利用計画を作成
し、支援を行う。

　③ 障害者（児）団体の
　　　育成・支援

〃
　障害者（児）団体の育成・支援を
行う。

　④ 居宅介護事業 〃
　障害者（児）の方々に訪問介護員を
派遣し、身体介護や家事援助を行う。

　⑤ 障害児移動支援事業 〃
　障害児等に対し、発達支援センター
等への送迎を行い、療育に寄与する。

町委託

　⑥ 障害者訪問入浴
　　　サービス事業

身体障害者等
　障害者（児）の方々に、自宅にお
いて、移動入浴車による入浴サービ
スを提供する。

　〃

４　児童福祉・母子寡婦福祉活動

　① 福祉教育の推進 児童等 　福祉教育の推進と支援を行う。

　② 総合的学習の時間への
協力

児童・生徒
　町内各学校へ講師として職員を派
遣し、福祉関係の講義等を行う。

　③ 母子寡婦福祉団体の
　　　育成・支援

母子寡婦団体
　母子寡婦福祉団体の育成・支援を行
う。

５　ボランティアセンター活動事業

　① ボランティアセンター
　　　機能の充実

地域住民
　ボランティアセンター機能の充実
を図る。

　② ボランティアコーディ
ネーター活動の充実

〃
　本所、各事業所にボランティアコー
ディネーターを配置し、支援を行う。

　③ ボランティア個人・
　　　団体の育成、支援

〃
　個人ボランティア・団体ボラン
ティアの育成、支援を行う。

　④ ボランティア連絡会 〃 　意見交換並びに交流研修会を行う。

　⑤ ボランティア協力校の
　　　指定・支援

町内保育園・幼
稚園・小中高校

　ボランティア協力校として指定し、
福祉教育の充実を図る。

年１回

　⑥ ボランティア養成講座 地域住民
　ボランティアの基礎知識を理解す
ると同時に、地域でのボランティア
活動のリーダーを養成する。

年３回

　⑦ 中高生福祉体験・
　　　ボランティア学習

中・高校生

　夏休みを利用し、町内の施設で福
祉体験のボランティア学習を行う。
　講演会を開催することにより、町
民の福祉への理解を図る。

年１回
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事業名 対象者 内　容 備　考

５　ボランティアセンター活動事業 前ページからの続き

　⑧ ボランティアコーナー
の設置

地域住民
　ひまわり館内に設置し、ボランティ
ア情報の発信等の支援を行う。

　⑨ ボランティアセンター
　　　だよりの発行

地域住民 年４回発行

６　心配ごと相談

　① 心配ごと相談所 地域住民 　様々な心配ごとの相談に応じる。
毎週木曜日
（午前10時～正午）

　② 無料法律相談 〃

　年12回弁護士による無料法律相談
を開催する。（4月17日、5月15日、
6月19日、7月17日、8月21日、9月18日、
10月16日、11月20日、12月18日、1月
15日、2月19日、3月19日）

宮之城ひまわり館
予約制

７　福祉サービス利用支援事業

認知症高齢者
知的障害者
精神障害者 等

　生活支援員により、判断能力が不十
分な方に、福祉サービス利用の代行や、
公共料金などの支払い手続き、重要書
類等の保管などの支援を行う。

１回1,200円
生活保護世帯は
無料

８　介護保険事業

　① 居宅介護支援事業
要介護
認定者等

　介護支援専門員による居宅介護サー
ビスの計画書を作成し、支援を行う。

　② 訪問介護事業 〃
　訪問介護員を派遣し、身体及び家
事等の生活援助を行う。

　③ 訪問入浴介護事業 〃
　移動入浴車を利用し、自宅での入
浴の介助を行う。

　④ 福祉用具貸与事業 〃
　ベッド、電動車いす等の福祉用具
のレンタルを行う。

９　一般乗用旅客自動車運送事業

要介護高齢者
身体障害者等

　予約制により、対象者の医療機関
等への送迎を行う。（福祉輸送限定）

福祉タクシー
有料

10　収益事業

　① 簡易な住宅改修事業 地域住民
　簡易な住宅改修（手すり取り付け
等）を行う。

　② 紙おむつ等介護用品
　　　販売事業

〃 　紙おむつ等の介護用品の販売を行う。

11　その他

　① 共同募金事業への協力 地域住民
　さつま町共同募金委員会としての
募金活動、並びに配分金事業を行う。

募金運動期間
（10月～12月）

　② 日本赤十字社事業への
協力

〃
　日赤鹿児島県支部さつま町分区と
しての社資募集や、災害救援等の赤
十字事業を行う。

社資募集期間
（５月）

　③ 苦情解決に関する
　　　第三者委員会の開催

サービス
利用者等

　第三者委員を３名おき、福祉サー
ビスについての利用者からの相談、
苦情解決するための施策を講じる。

　④ 飲料水自動販売機設置 地域住民
　町内の公共施設等に自動販売機を
設置している。

　⑤ 車いす貸出事業 〃
　旅行等、車いすが必要な方に、無
料で車いすを貸し出す。

おおむね
１ヶ月以内

　⑥ 広報誌の発行 〃
　広報紙「さつま町ふくし」の発行
を行う。（全戸配布）

年４回

　⑦ 北薩地区社会福祉協議会 〃
　災害時相互応援協定により、災害
時の復旧活動の支援を、相互に行う。
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平成26年度　社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会 予算 （単位：千円）

勘定科目（大区分）

収

入

会費収入 4,920 4,920 0 0

寄付金収入 3,850 3,850 0 0

経常経費補助金収入 35,597 35,597 0 0

助成金収入 0 0 0 0

受託金収入 58,078 58,078 0 0

貸付事業収入 1,500 1,500 0 0

事業収入 8,430 2,580 2,400 3,450

負担金収入 38,624 38,624 0 0

介護保険事業収入 103,440 103,440 0 0

障害福祉サービス等事業収入 8,395 8,395 0 0

受取利息配当金収入 132 130 1 1

その他の収入 171 171 0 0

　　事業活動収入計 263,137 257,285 2,401 3,451

　　施設整備等活動収入計 0 0 0 0

積立資産取崩収入 810 810 0 0

事業区分間繰入金収入 1,080 1,080 0 0

サービス区分間繰入金収入 4,164 4,164 0 0

その他の活動による収入 6,500 6,500 0 0

　　その他の活動収入計 12,554 12,554 0 0

　　前期末支払資金残高 30,200 22,500 3,500 4,200

収　　入　　合　　計 305,891 292,339 5,901 7,651

支

出

人件費支出 181,019 180,719 300 0

事業費支出 30,754 27,034 1,380 2,340

事務費支出 41,885 41,133 221 531

貸付事業等支出 1,500 1,500 0 0

共同募金配分金事業費 2,992 2,992 0 0

助成金支出 4,011 4,011 0 0

　　事業活動支出計 262,161 257,389 1,901 2,871

　　施設整備等活動支出計   0 0 0 0

積立資産支出 1,150 1,150 0 0

拠点区分間繰入金支出 1,080 0 500 580

サービス区分間繰入金支出 4,164 4,164 0 0

その他の活動による支出 6,636 6,636 0 0

　　その他の活動支出計 13,030 11,950 500 580

　　予備費支出　 500 500 0 0

　　当期末支払資金残高 30,200 22,500 3,500 4,200

支　　出　　合　　計 305,891 292,339 5,901 7,651
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住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所
所
長
の

木
原
孝
久
氏
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

平
成
二
十
五
年
度
暮
ら
し
安
心
・

地
域
支
え
合
い
推
進
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

　

さ
つ
ま
町
主
催
で
毎
年
行
わ
れ
る
民
生

委
員
等
合
同
研
修
会
の
講
師
と
し
て
、
今

回
は
支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
考
案
者
で
あ
る

木
原
孝
久
先
生
に
『
ご
近
所
パ
ワ
ー
で
助

け
合
い
起
こ
し
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
二
月
四
日
（
火
）
に

「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

代
表
者
連
絡
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
は

自
然
に
、
寝
た
き
り
・
認
知
症
予
防
に
つ

な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
今
、

町
内
九
十
九
サ
ロ
ン
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
七
十
七

サ
ロ
ン
の
代
表
者
の
出
席
と
来
年
度
立
ち

上
げ
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
の
参
加
も
あ

り
、
二
十
五
年
度
の
サ
ロ
ン
事
業
の
実
績

報
告
に
つ
い
て
、
二
十
六
年
度
の
サ
ロ
ン

事
業
計
画
等
の
説
明
の
後
、
今
回
は
、
大

薄
上
公
民
会
サ
ロ
ン
「
み
ん
な
で
語
ろ
う

会
」
代
表
の
大
薄
け
い
子
さ
ん
の
事
例
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
地
元
の
物
産
館
か
ら

の
、
買
い
物
支
援
の
取
り
組
み
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
に
と
て
も
喜
ん
で
頂
い

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

平
成
二
十
六
年
三
月
四
日
（
火
）
に

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
研
究
集

会
in
か
ご
っ
ま
」
が
、
か
ご
し
ま
県
民
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
さ
つ
ま
町
か

ら
サ
ロ
ン
関
係
の
方
々
二
十
二
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
阿
久
根
市
と

さ
つ
ま
町
か
ら
事
例
紹
介
が
あ
り
、
さ
つ

ま
町
か
ら
は
「
上
中
福
良
サ
ロ
ン
」
の
代

表 

中
村
ト
ヨ
子
さ
ん
の
事
例
発
表
が
あ

り
、
男
性
参
加
の
多
い
サ
ロ
ン
と
言
う
事

で
注
目
さ
れ
、
分
科
会
で
も
話
題
に
な
り

ま
し
た
。

　

時
に
笑
い
あ
り
、
時
に
は
鋭
く
突
っ
込

　

時
に
笑
い
あ
り
、
時
に
は
鋭
く
突
っ
込

む
木
原
先
生
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
に
、
研
修

む
木
原
先
生
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
に
、
研
修

会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
は
ご
近
所
福
祉
を

会
に
参
加
さ
れ
た
方
々
は
ご
近
所
福
祉
を

よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
実
感
い
た
だ
け

よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て
実
感
い
た
だ
け

た
よ
う
で
し
た
。

た
よ
う
で
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
支

　

研
修
会
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
支

え
合
い
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
た
い
、
木
原

え
合
い
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
た
い
、
木
原

先
生
に
毎
年
来
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

先
生
に
毎
年
来
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

た
い
な
ど
の
反
響
が
と
て
も
沢
山
あ
り
、

た
い
な
ど
の
反
響
が
と
て
も
沢
山
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
さ
つ
ま
町
の
地
域
福
祉
の
ま

　

平
成
二
十
五
年
度
は
紫
尾
地
区
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
合
計
三
回
の
ご
近
所
福
祉

座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

九
月
の
第
一
回
の
座
談
会
で
は
、
ご
近

所
で
の
支
え
合
い
活
動
の
大
切
さ
、
支
え

合
い
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
初

め
、
警
察
・
消
防
関
係
者
の
方
や
役
場
の

福
祉
課
、
介
護
保
険
課
、
健
康
増
進
課
、

安
心
・
安
全
対
策
課
な
ど
か
ら
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

以
降
、
ご
近
所
福
祉
座
談
会
へ
は
、

十
一
月
に
第
二
回
と
な
る
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
、
平
成
二
十
六
年
二
月
上
旬

に
、
第
三
回
の
地
域

の
課
題
と
そ
の
対
応

策
検
討
ま
で
、
沢
山

の
方
に
継
続
し
て
か

か
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

ご
近
所
福
祉
活
動
に

対
す
る
皆
さ
ん
の
意

識
が
変
わ
っ
て
き
た

ち
づ
く
り
へ
大
き
く
前
進
で
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
熱
源
に
こ
れ
か
ら
も
住
民
主
体

の
地
域
福
祉
活
動
を
支
え
、
い
っ
そ
う
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
う
に
思
い
ま
す
。
以
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
地
域
の
見
守
り
も
情
報
共
有
に
よ
っ

て
、
よ
り
質
の
高
い
も
の
と
な
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
紫
尾
地
区
の
三
公

民
会
で
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
が
、
平
成
二
十
六
年
度
は
、
よ
り

沢
山
の
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
へ
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
並
び

に
積
極
的
な
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…

さ
つ
ま
町
社
協　

柳
田
・
池
山

（
〇
九
九
六
）
五
二
‐
一
一
二
三

中村トヨ子さんの発表

大薄けい子さん
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児
童
・
生
徒
ふ
れ
あ
い
活
動
事
業
が
始

ま
っ
て
早
や
九
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
を

対
象
に
、
自
分
の
時
間
を
利
用
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
十
ポ
イ
ン
ト
を
集
め

て
社
協
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
認
定
証
を
も
ら
い
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
も
っ
と
高
め
て
も

ら
お
う
と
い
う
の
が
事
業
の
目
的
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
、
八
名
の
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
が
認
定
証
を
獲
得
い
た
し

ま
し
た
の
で
こ
こ
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

▼
盈
進
小

　
　

４
年　
　

小こ

ぞ

の囿
優ゆ

う

み心
さ
ん

　
　

４
年　
　

上う

え

の野
翼つ
ば
さく
ん

　
　

４
年　
　

時と
き

吉よ
し

梨り

り々

香か

さ
ん

　

▼
泊
野
小

　
　

４
年　
　

永な

が

い井
菜な

桜お

さ
ん

　
　

５
年　
　

帖ち
ょ
う
さ佐
健つ

よ

し志
く
ん

　
　

５
年　
　

永な

が

い井
健と

し

き喜
く
ん

　
　

６
年　
　

川か
わ
ひ
ら平
成せ

い

か香
さ
ん

　

▼
薩
摩
中
央
高
校

　
　

１
年　
　

甫な

だ

て立
麻ま

里り

奈な

さ
ん

　

鹿
児
島
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
か

ら
、
エ
ル
ダ
ー
ト
ラ
イ
（
高
齢
者
擬
似
体

験
セ
ッ
ト
）
五
セ
ッ
ト
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。
同
協
会
で
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
出
し
た
会
員
が
百
円
を
積
み
立
て
、
こ

の
一
年
間
で
約
四
百
五
十
万
円
が
集
ま
り
、

そ
れ
を
、
社
会
貢
献
の
た
め
に
活
用
し
よ

う
と
、
県
下
の
特
別
支
援
学
校
や
、
社
会

福
祉
協
議
会
等
の
関
係
機
関
に
寄
付
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
寄
贈
品
は
、
町
内
で

の
福
祉
教
育
等
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全国180万人
加入！！

【
児
童
・
生
徒
の
ふ
れ
あ
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
の
表
彰
】

【
鹿
児
島
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

か
ら
の
寄
贈
】

認定証

おめでとう
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
よ
り
頂

き
ま
し
た
寄
付
を
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
〜

平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
受
付
分
）

寄
付
者
名　

（
故
人
名
）《
敬
称
略
》

　

（
町
内
は
大
字
、
町
外
は
住
所
地
）

谷
山　

敬
子
（
故　

谷
山　

ノ
イ
）
鶴
田

上
大
迫
ト
ヨ
子
（
故　

上
大
迫　

肇
）
神
子

上
川
畑　

修
（
故　

上
川
畑
フ
ミ
コ
）
柏
原

稲
留　

謙
三
（
故　

稲
留　

ヒ
デ
）
山
崎

比
知
屋
順
子
（
故　

比
知
屋
重
法
）
求
名

田
中　

久
雄
（
故　

田
中　

ミ
ナ
）
永
野

内　
　

清
徳
（
故　

内　
　
　

清
）
湯
田

岡
村　

光
子
（
故　

外
園　

光
行
）
鶴
田

橋
元　

和
実
（
故　

橋
元　
　

露
）
神
子

小
森　

勝
郎
（
故　

小
森　

勝
家
）
求
名

池
之
野
秀
雄
（
故　

池
之
野
サ
ツ
子
）
佐
志

滿
園　

智
則
（
故　

満
園　

静
枝
）
鶴
田

原　
　

正
博
（
故　

原　
　

ユ
リ
）
福
岡
県

楠
木
園
一
美
（
故　

楠
木
園
靖
男
）
紫
尾

高
橋
ヒ
デ
子
（
故　

高
橋　

隆
人
）
永
野

野
添
ツ
ル
ミ
（
故　

野
添　

順
吉
）
宮
之
城
屋
地

西　
　

国
広
（
故　

西　
　

達
郎
）
虎
居

西　
　

ツ
ル
（
故　

西　
　

幸
喜
）
柏
原

末
永　

善
朗
（
故　

末
永
フ
サ
子
）
栃
木
県

森
山　

大　

（
故　

森
山　

エ
ミ
）
山
崎

木
下　

昌
臣
（
故　

木
下　

シ
ヅ
）
求
名

髙
嶺　

道
夫
（
故　

髙
嶺
ユ
ミ
子
）
求
名

栫　
　

正
治
（
故　

栫　

千
代
子
）
鹿
児
島
市

白
川　

智
康
（
故　

白
川　

軍
治
）
宮
之
城
屋
地

東
條
三
千
藏
（
故　

東
條
ツ
ギ
ヱ
）
柊
野

白
坂　

タ
ミ
（
故　

白
坂　

武
光
）
紫
尾

南　

久
美
子
（
故　

南　
　

公
博
）
久
富
木

小
山　

幸
三
（
故　

小
山　

重
幸
）
柏
原

赤
﨑
敬
一
郎
（
故　

赤
﨑　

ヒ
デ
）
求
名

櫛
山　

洋
子
（
故　

内
之
倉
ツ
ル
子
）
佐
志

領
家　

ト
ル
（
故　

領
家　

秀
雄
）
求
名

別
府　

廣
美
（
故　

別
府　

サ
ト
）
兵
庫
県

小
山　

チ
ヅ
（
故　

小
山
吟
次
郎
）
鶴
田

水
流　

一
廣
（
故　

水
流
キ
ミ
ヱ
）
柏
原

松
崎　

昌
子
（
故　

松
崎　
　

昇
）
虎
居

中
園
伸
太
郎
（
故　

中
園
ち
え
子
）
紫
尾

大
谷　

弘
子
（
故　

関　

ト
シ
子
）
神
奈
川
県

久
保　

光
郎
（
故　

久
保　

成
夫
）
久
富
木

外
川
内
芳
治
（
故　

外
川
内
タ
マ
）
宮
之
城
屋
地

原
之
薗
資
人
（
故　

原
之
薗
ノ
ブ
）
佐
志

水
流　

住
𠮷
（
故　

水
流
イ
ク
ヱ
）
神
子

祝
迫　

哲
子
（
故　

祝
迫　
　

直
）
二
渡

中
舟
木　

勇
（
故　

中
舟
木
政
子
）
船
木

下
屋
敷
一
人
（
故　

下
屋
敷
か
つ
子
）
柏
原

永
德　

キ
ワ
（
故　

永
德　

武
士
）
二
渡

服
部
フ
ヂ
エ
（
故　

本
田　

モ
リ
）
福
岡
県

穂
満　

チ
ミ
（
故　

穂
満　

廣
海
）
柏
原

西　
　

昭
雄
（
故　

西　
　

玉
江
）
柏
原

永
江　

耕
作
（
故　

永
江　

冨
一
）
中
津
川

三
角
と
め
こ
（
故　

小
田
原
ツ
ヨ
子
）
薩
摩
川
内
市

本
村　

忠
子
（
故　

本
村　
　

寛
）
二
渡

竹
下　
　

稔
（
故　

竹
下　

リ
キ
）
久
富
木

岩
下　

𠮷
久
（
故　

岩
下　

チ
リ
）
求
名

和
泉　

邦
岳
（
故　

和
泉　

久
代
）
鹿
児
島
市

本
田　

洋
昭
（
故　

本
田
ト
キ
ヱ
）
船
木

島
子　

佳
久
（
故　

島
子　

憲
子
）
求
名

中
川　

憲
一
（
故　

中
川　

昭
義
）
中
津
川

平　

誠
二
（
故　

平　

ミ
フ
）
宮
之
城
屋
地

小
森　
　

悟
（
故　

小
森　

幸
造
）
求
名

森
山
由
紀
美
（
故　

森
山　
　

茂
）
永
野

中
園　

秀
人
（
故　

中
園　

フ
ヂ
）
平
川

米
盛　

淳
子
（
故　

米
盛　

幸
喜
）
中
津
川

福
島
萬
里
子
（
故　

福
迫　

サ
キ
）
佐
志

松
井
ア
サ
子
（
故　

松
井　

茂
喜
）
虎
居

伊
尻
ツ
ユ
子
（
故　

伊
尻　

清
彰
）
永
野

髙
嶺
テ
ル
エ
（
故　

髙
嶺　
　

守
）
神
子

園
田　

広
子
（
故　

園
田　

マ
ツ
）
宮
之
城
屋
地

本
村　

光
幸
（
故　

本
村　

邦
光
）
船
木

山
田　

澄
子
（
故　

山
田　
　

勲
）
永
野

三
腰　

栄
治
（
故　

三
腰　

栄
子
）
泊
野

下
簗　

フ
ク
（
故　

下
簗　

敦
義
）
永
野

愛
甲　

慶
子
（
故　

愛
甲　

岩
夫
）
紫
尾

仁
科　

京
子
（
故　

仁
科　
　

繁
）
宮
之
城
屋
地

濱
川　

俊
二
（
故　

濱
川　

千
鶴
）
霧
島
市

中
間　

砂
雄
（
故　

中
間　

ト
シ
）
滋
賀
県

小
緑
セ
ツ
子
（
故　

小
緑　

一
徳
）
湯
田

軸
屋
真
理
子
（
故　

軸
屋　
　

司
）
柏
原

内
堀　

茂
子
（
故　

内
堀　

光
男
）
柏
原

中
村
ハ
ナ
ミ
（
故　

中
村　

虎
義
）
求
名

大
薄
ア
ケ
ミ
（
故　

大
薄　

輝
秋
）
平
川

谷
村　

福
子
（
故　

谷
村　

昌
惠
）
山
崎

鶴
森
ク
ニ
子
（
故　

鶴
森　

兼
次
）
柏
原

前
野
シ
ヅ
子
（
故　

前
野　

武
雄
）
平
川

小
山　

重
幸
（
故　

小
山　

チ
ギ
）
柏
原

杉
田　

和
豊
（
故　

杉
田
さ
つ
江
）
宮
之
城
屋
地

野　

誠
一
（
故　

野　
　

勉
）
柏
原

折
小
野
𠮷
美
（
故　

折
小
野
幸
子
）
二
渡

宮
之
脇
尚
美
（
故　

迫　
　

静
子
）
佐
志

町
田
千
恵
子
（
故　

宇
治
野
ヨ
シ
ヱ
）
虎
居

松
元　

美
好
（
故　

松
元
好
一
郎
）
求
名

坂
元　

滿
秋
（
故　

坂
元　

明
子
）
船
木

平
八
重
弘
樹
（
故　

平
八
重
弘
行
）
宮
之
城
屋
地

下
境
田　

稔
（
故　

下
境
田
ミ
サ
）
求
名

𠮷
村　

茂
樹
（
故　

𠮷
村　

富
子
）
宮
之
城
屋
地

皆
様
の

　

善
意
に

　
　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

【
備
品
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

（
車
椅
子
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
用
具
・

高
齢
者
擬
似
体
験
セ
ッ
ト　

等
）

　

さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
さ

つ
ま
町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
車
椅
子

や
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
貸
し
出
し

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
用
具
は
、
無
料
で
貸

し
出
し
て
お
り
ま
す
が
、
車
椅
子
は
一
ヶ

月
間
だ
け
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
社
会
福

祉
協
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
高
齢
者

擬
似
体
験
セ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
の

で
、
福
祉
教
育
等

に
も
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

宮
之
原
ト
ミ
ヱ
（
故　

野
村
ク
ミ
チ
）
紫
尾

関　

憲
一
郎
（
故　

関　
　

和
子
）
宮
之
城
屋
地

折
小
野
ナ
ス
（
故　

折
小
野
清
則
）
二
渡

米
良　

ス
ギ
（
故　

米
良　

治
巳
）
船
木

宮
路
マ
ス
エ
（
故　

宮
路　
　

滋
）
宮
之
城
屋
地

宮
里
雄
一
郎
（
故　

宮
里
フ
ヂ
子
）
永
野

　
　
　
　
　

匿
名
希
望
二
件

寄
付
者
名
《
敬
称
略
》

　
・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　
　

上
之
原　

純
夫

・
更
生
保
護
女
性
会

・
シ
ル
バ
ー
園
芸
教
室

　
　
　
　
　

匿
名
希
望　

一
件
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同
法
人
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

（
定
員
七
十
人
）・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
定

員
十
人
）・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
定
員
四
十

人
）・
訪
問
介
護
・
居
宅
介
護
支
援
・
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
四
月
に
は
、「
Ｃカ

ー

ム

ａ
Ｌ
ｍ

癒い
や
し
か
ん

し
館
」
が
新
設
さ
れ
、
個
室
の
二
十
床

は
、
特
色
の
あ
る
明
る
い
イ
ン
テ
リ
ア
と

な
っ
て
い
ま
す
。
月
に
一
回
は
、
利
用
者

の
ご
家
族
を
お
招
き
し
て
、
お
茶
会
も
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
介
護
相
談
・
施
設
見
学
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
」
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
も
、
町
内
の
施
設
を
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

【
町
内
の
施
設
紹
介
】

【
さ
つ
ま
園
】

編

集

後

記

　

皆
様
、
桜
の
花
も
終
わ
り
ま
し
た

が
、
花
見
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
寒
い
冬
が
終
わ
り
、
別

れ
と
出
会
い
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

季
節
の
変
わ
り
目
に
、
皆
様
、
体
調

を
崩
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
、
広
報
誌
第
二
十
九
号
を
発

行
い
た
し
ま
し
た
。
発
行
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
六
年
度
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
が
、
地
域
に

開
か
れ
た
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
、

今
後
も
、
地
域
福
祉
の
増
進
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

　

広

報

委

員

山
下　

光
男　
　

領
家　

信
行　
　

柳
田　

道
輝　
　

松
下　

正
人　
　

桑
波
田
敏
光　
　

甫
立
ミ
ヨ
子　
　

特 別 養 護 　さつま園老人ホーム

〒895-2201　さつま町求名13341-1
TEL 0996-57-0695　FAX 0996-57-0696
E-mail:satumaen1@po5.synapse.ne.jp

さつま園デイサービスセンター
TEL 0996-57-1991　FAX 0996-57-1994
さつま園ヘルパーステーション
TEL 0996-57-1992　FAX 0996-57-1994
居宅介護支援事業所さつま園
TEL 0996-57-0087　FAX 0996-57-1994
さつま園在宅介護支援センター
TEL 0996-57-1993　FAX 0996-57-1994
（夜間は、特別養護老人ホームさつま園）
TEL 0996-57-0695

（運営主体）社会福祉法人 同仁会
（施設種別）特別養護老人ホーム
（　開　園　）昭和58年４月１日

（お申し込み要領）各サービスのご利用、
料金等のお問い合わせやお申込みは、さ
つま園、デイサービスセンター、居宅介
護支援事業所、在宅介護支援センター、
各地区民生委員にご相談ください。

この広報誌の発行には、赤い羽根共同募金が使われています。

施設外観

デイサービスセンター C
カ ー ム

aLm ・癒
いやしかん

し館交流スペース 新設された C
カ ー ム

aLm ・癒
いやしかん

し館
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